
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ＬＧＢＴ」という言葉
こ と ば

は，セクシュアル・マイノリティ（性的
せいてき

少数者
しょうすうしゃ

）の総称
そうしょう

のひとつです。また「ＬＧＢ

Ｔ」の権利
け ん り

を求
もと

める象 徴
しょうちょう

として『レインボー（６色）』が使われており，このことは，セクシュアリティの多様性
たようせい

を象徴するものです。性の問題は自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を語
かた

るうえで欠
か

かせない，とても重要
じゅうよう

な問題です。しかし，社会
しゃかい

に存在
そんざい

する差別
さ べ つ

や偏
へん

見
けん

から，カミングアウトすることに不安
ふ あ ん

を感
かん

じ，隠
かく

さざるをえない現実
げんじつ

があります。 

私たちは，誰もが自分らしく生
い

きていく権利を持っています。まずは、私たち一人ひとりがＬＧＢＴについて

正しく理解
り か い

し，すべての人がその人らしく生きていくことができる社会をつくるために何ができるかを考
かんが

えて

いくことが大切
たいせつ

だと思います。 

 

 

 

  6月 23日は沖縄
おきなわ

の人々にとって忘
わす

れることのできない日です。７５年前の戦争
せんそう

は，沖縄
おきなわ

全土
ぜ ん ど

を戦火
せ ん か

に巻
ま

き込
こ

み，日本
に ほ ん

で唯一
ゆいいつ

の地上戦
ちじょうせん

となりました。この地上戦で２０万人もの尊
とうと

い命
いのち

が犠牲
ぎ せ い

となりました。幼
おさな

い子ども

や高齢
こうれい

者
しゃ

など，実に沖縄県民
けんみん

の4人に1人の命が奪
うば

われました。そして，沖縄の美
うつく

しい自然
し ぜ ん

や歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

など

すべてが焼
や

き尽
つ

くされました。「６月２３日」は，多くの犠牲の中で，日本軍
にほんぐん

の組織的
そしきてき

戦闘
せんとう

が終結
しゅうけつ

した日として

『沖縄慰霊
い れ い

の日』となりました。７５年の月日は戦火
せ ん か

から戦後
せ ん ご

を生きぬいてこられた人々の歴史です。しかし，

戦争の体験
たいけん

者
しゃ

は年々少なくなってきています。戦後，平和
へ い わ

の代償
だいしょう

として残
のこ

された沖縄の問題
もんだい

は多く残
のこ

されてい

ます。未
いま

だ戦争は終わってはいないと言われます。沖縄の人々が大切
たいせつ

にしてこられた『命どぅ宝（ぬちどぅた

から）』＝『いのちこそたから』の意味
い み

を，そしてこの日を私たちは決
けっ

して忘
わす

れてはならないと思います。 

  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」 

などを認めます。 

＝ 人権
じんけん

は 一人
ひ と り

ひとりの 宝物
たからもの

 ＝ 

◆交流促進高齢者交流事業 

『知ってナットク！やってナットク！健康プラザ』 

「こころとからだの健康生活」～シニア世代のうつ予防～ 

日 時 ７月２１日（火）午前 10 時から１１時 

会 場 本庄コミュニティセンター 

内 容 こころとからだの健康維持のため生活リズム

を整える方法を学びましょう。 

対象者 高齢者またはご家族 定員 １０人（申込必要） 

講 師 保健師  参加費 無料 

 

 

◆交流促進子育て交流事業 

『よさこいキッズ』 

日 時 8月２２日（土）～１１月 3 日（火） 

午前１０時から２時間程度 ＜全１１回＞ 

会 場 本庄コミュニティセンター 

内 容 よさこい踊りを通じ，踊る楽しさを味わい， 

ステージ発表をめざします。 

対象者 未就学児～小学生 

講 師 亀井 聖さん（よさこい見返り美人代表） 

定 員 ２０人  ※申込必要 

参加費 初回時のみ３００円（鳴子代） 

持参物 動きやすい服装・水分補給できる飲み物 

タオル・上履き 

◆新型感染症の状況しだいで中止または変更になる場合もあります。  

◆交流促進高齢者交流事業 

フリースペース 「ほんわか」 

日 時 ６月から２０２１年２月まで 

     毎週火曜日 午前１０時から午後３時まで 

会 場 本庄コミュニティセンター 

内 容 地域での居場所・たまり場づくり「地域交流サ

ロン」として毎週実施しています。 

対象者 高齢者  定員 なし（どなたでも参加できます） 

参加費 材料代 実費 

問合せ いずれも本庄コミュニティセンターまで 

   （電話）０８４－９２３－８４７５ 

 

 

◆団体別等学事業習 人権平和学習 

『知られざる福山海軍航空隊』 

「恒久平和の実現に向け，平和に関する幅広い視点から,戦争

の惨禍を風化させることなく，次世代へ継承するために」 

日 時 ７月２９日（水）午後７時３０分から 

会 場 深津公民館 ２階 会議室 

対象者 学区住民ほか 

講 師 寺地 靖仁さん 

（福山人権平和資料館 副館長） 

定 員 ３５人 ※三密を防ぐために定員があります。 

    ※資料準備のため，申込必要  

問合せ 深津公民館まで 

   （電話）０８４－９２５－４２６３ 

 

 福山市 

コミュニティセンター事業 

◆７月１８日（土） 
９：１５～１１：５０ 

◆福山市本庄コミュニティセンター 
住所：福山市南本庄三丁目４-１５ 

電話：９２３－８４７５ 

 

 

・遺言の書き方がわからない 

・死後，自分の財産がどうなるか分からない 

・自分の財産を寄付したい         …など 

 


